
藁々

国内最大級の外国人向け情報サイト(Gaijinpot)より2019
年に外国人が訪れるべき日本の観光地ランキング「Top10 
Japan Travel Destinations For 2019」で第1位に鳥取県
が選ばれる(2位 福岡市(福岡県)、3位 代官山(東京都))

・ Top 10 Japan Travel Destinations For 2019

↓鳥取県への年間外国人観光客数と宿泊客数

・民泊を利用した田舎体験なども人気上昇中

旅行会社や旅行サイトも田舎体験のツアーを提供している。

01背景

02敷地周辺情報
・大自然

・観光客

・雰囲気

・大山が聳え立ち景観を生む
・田畑が広がりのどかで落ち着いている
・尾高城跡
・トム・ソーヤ牧場
・あじさい園などの庭園
・都市部では体験できない和の雰囲気

日本人にとっては日常的な民家や風情も国外からの観光
客にとっては和の重要な観光資源となる。
田舎独特の伝統的な和の趣を味わえる民泊を提案

日本人にとっては日常的な古民家や風景も、観光客にとっては貴重な観光地となり得る。この空き家は部屋数
が多く、広々と利用できるため、滞在するのに最適である。そこで今回は増加する外国人観光客と、この恵ま
れた環境を利用し、和と自然の趣溢れる岡成のこの地に宿泊施設を計画する。

近年、田舎を対象とした、田舎体験の人気が上昇しており、実際に旅行
会社などが田舎体験ツアーなどを企画している。そのため外国人観光客
も日本の大都市部だけでなく田舎への旅行者も増加傾向にある。

この岡成は米子市と大山町の中間地点に位置する。
そのため、この宿泊施設に泊まる観光客にとって、東西の大山町と米子市
への観光の出発点にもなる。

・古民家を利用した宿

・田舎体験ができる宿

・旅の出発点

03 提案

04大山町の藁を活用
大山町は田畑が多く、農業が盛んな町である。その中でも今回は、敷地周辺に多く見られた田んぼに注目
した。田には米がある。米があれば必然的に稲 (藁) がある。しかし、米と比べて稲 (藁) の方は活用方法
は限られている。日本の現状を見ると国産稲わらは約871万t 生産されているが、利用状況をみると飼料用
は約1割にとどまっており、約8割の稲わらはすき込み・焼却等で処分されている。

80％焼却
10％飼料用
10％その他

・すき込み、焼却による問題
・土壌の有機資源の減少による米の品質低下
・観光地のイメージダウン
・交通、煙害

→大山町の藁を活用し編み物や小物を作る
地域の方による指導により作れる企画を提案し、
日本の伝統体験に加え地域住民と観光客の交流も生む。

06 未来予想

現在東京オリンピックなどで日本が注目されつつあり、また外国人向けの情報サイトや田舎体
験ツアーの人気の上昇により田舎への旅行者も増加しており、鳥取県も注目されている。

その注目を集める中で伝統的な日本の趣を体験できる古民家の宿を、現在増える空き家を利用
して計画し観光客を呼び込む。また、農業が盛んで同時に、稲わらも手に入るため、大山町の
稲わらを利用した伝統的な編み物や小物づくりを行う。

岡成の地へ観光客を呼び込むことで、地域活性化につながり、また日本人にとっては日常にな
りつつある文化も外国人観光客が関わることで、観光客にとっては日本の伝統を体験でき、こ
れから先の地域の文化継承にもつながる。

現在

未来

05 ある外国人の観光客の1日
ホストマザー：けんじ(35歳）慶子(35歳）

外国人観光客：リック(27歳）マギー(27歳）
イーニッド（28歳）
外国人観光客2日目：ダリル(38歳）ナンシー（37歳）

リック一行到着

ホストマザーによる
もてなし（お話）

田舎体験
　　　　田植え
2日目のダリルらと一緒に

　　　　お昼ご飯
ホストマザーが腕を振るう

工房体験
藁工芸品作成
藁を学ぶ

休憩

　　　　　入浴
地域の人たちと交流しな
がら一緒に1日の汗を流す

　　　　ご飯
外国人たちとホスト
マザーたちが協力して
日本料理を作る

　　　　花火
日本の花火技術に驚く

　　　　自由時間
外国人とホストがお酒を
　　飲みながら談笑

就寝

藁でつなぐ観光客と地域住民
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宿泊者同士が食事をする
スペース。囲炉裏を囲み
ながら食事ができ、趣を
感じられる。この施設で
の食事はマザーと宿泊者
が一緒に作る。

この旅館のマザー（運営者）
が生活していスペースである。
運営者は英語が堪能な大山町
の職員を想定。

地域の子供たちやアーティストの作品などを
展示するスペースである。基本的に希望が
あれば誰でもモノをおけ、なにかを売る
スペースとしても使える。

16畳の和室で6人以上の団体が
泊まることを想定している。
違い棚など書院作りが特徴の
部屋である。

14畳の和室で5人程度が
泊まることを想定している。

00 敷地図・平面図
現在の母屋は観光客の宿泊施設として利用する。またその管理を行う運営者の居住スペースも設けた。
母屋とつながる形で銭湯を増築し、宿泊客以外にも開放する形とした。その他敷地には藁を使った小物作りの体験を行う場として、
現在の蔵部分を利用する。銭湯には露天風呂も設
けた。図の緑色の部分は日本庭園のような庭とし、
観光客が縁側からの景色も楽しめるようになって
いる。

N

日本庭園や書院造の和室で日本の伝統を肌感じを体験できる。

藁を保管する倉庫として利用

くつろぎスペース
の延長線

作業場

わらわら

A preposition.What's up?

Bonjour.

Здравствуйте

Guten tag.
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鳥取県への外国人観光客や宿泊者は増加傾向にあ
り、今後更なる増加が予想される。


